Ⅳ　思春期の子どもをもつ保護者を対象にしたプログラム

Ⅳ-２
子どものケータイ・スマホトラブルに
どう向き合う？





対象：小学校高学年・中学生の子どもをもつ保護者
時間：７５分程度
	ねらい
	○　子どもの「ケータイ・スマホ」社会で何が起こっているのかを知る。
○　「ケータイ・スマホ」を子どもに持たせるときは、親が何をすべきかを考える。

	実施のポイント
（評価など）
	○　資料を通じて子どもの「ケータイ・スマホ」事情を知り、その対応策を話し合うことができる。
○　子どもが「ケータイ・スマホ」トラブルに巻き込まれた場合に親としてすべきことを考えることができる。

	事前準備
	○　あらかじめ３～４人のグループに分かれておく。
○　筆記用具　　○　ワークシート　　○アンケート用紙（必要に応じて）　　○　３つの約束
○　資料　　○　油性マーカー　　○　時計（必要に応じて）　　○　名札（必要に応じて）
○　机上札（必要に応じて）

	時　間
	学習活動
	学習活動のねらい（◎）とポイント（・）
	準備物

	　　　　10分導 入

	・ワークの趣旨説明
・３つの約束
・アイスブレイク
　(自己紹介)
	・ねらい、流れ等について説明する。
・３つの約束を守るように周知する。
・自己紹介により互いに親近感をもつことができるようにする。
	３つの約束

	10分展 開

	ワーク１


・ワークシートに書き込んだ内容をもとにグループで話し合う。
	◎子どもの「ケータイ・スマホ」利用をめぐるトラブルを出し合うことで、リスクについて考えることをねらいとする。
・子どもの「ケータイ・スマホ」利用をめぐるトラブルについて、ワークシートに記入する。
・様々な視点から考えられるように、グループで意見を出し、話し合う。
　例）＊自画撮り被害、SNS・オンラインゲームを通じた被害
　　　＊依存、ネットいじめ・誹謗中傷、闇バイト、オンラインカジノ
　　　＊高額課金、ケータイによって世界が広がれば、リスクも増加
	ワークシート

	15分
	ワーク２


・資料１と資料２を紹介する。
・エピソードを読み、グループで話し合う。
	◎子どもの「ケータイ・スマホ」利用をめぐる危険な現状・実態について知り、対応の必要性に気付くことをねらいとする。また、登場人物の心情を想像し、子どもが相談しやすい声かけについてみんなで考えることをねらいとする。
・資料１・２を使って、実際に起こっている犯罪・被害にはどのようなものがあるか紹介する。
・犯罪となる一歩手前で、嫌な思いや怖い体験をしたことのある児童生徒は、もっとたくさんいることを伝える。
・男の子が被害者になるケースもあることを伝える。
・ゲームなど子どもの日常の行動の延長「すぐ身近」にあることを伝える。
・エピソードを読み、どんな声かけをするか、ワークシートに記入する。
・エピソードについては、AとBのどちらか一方を選んで声かけを考える。（時間があれば、両方考えてもよい。）
・ワークシートに記入した内容をグループで共有する。
・共有後、相談しやすい声かけやかかわり方をグループで話し合う。
（例）「普段と様子が違うから心配」「あなたの味方だから」という気持ちを伝える
	資料１
資料２
ワークシート


	20分
	ワーク３


・家庭でできることについて話し合う。
・全体で共有する。
	◎トラブルや依存を防ぐために、ルールづくりやフィルタリングサービスの利用だけでなく、普段から相談しやすい環境をつくることの大切さについて考えることをねらいとする。
・すぐに実践可能なことだけでなく、時間をかけることで実践可能なことなどの視点で話し合う。
（例）
　＜すぐに実践可能なこと＞
・「ケータイ・スマホ」の必要性を子どもと話し合いながら考えること
　　　（家庭環境、子どもの発達段階等）
・持たせるなら家庭でのルールを子どもと話し合いながらつくること
（使用時間・場所、書き込み、インターネットやSNSの利用、学校
のルール・公共の場でのマナーやルール等を考える）
・発達段階に応じたフィルタリング・アクセス制限を行うこと
　　　→技術的な知識、手段（フィルタリング・アクセス制限等）等を資料
から知る
　＜時間をかけることで実践可能なこと＞
　　・子どもとの日々のコミュニケーションが大切であること
　　・挨拶をする、声をかける、気にかける、見守る等
　　・子どもにコミュニケーション能力、マナーを身に付けさせることの
重要性を認識すること
　　・被害者や加害者をつくらないための家庭教育の必要性があること
※2009年４月１日から施行された「青少年が安全に安心してインターネットを利用できる環境の整備等に関する法律」で、18歳未満の子どもに携帯電話を使用させる場合、フィルタリングサービスの利用が義務付けられている。
	ワークシート


	10分
	資料紹介


・資料を紹介する。
	◎「ケータイ・スマホ」を子どもに持たせるときは、親が何をすべきかを考えることをねらいとする。
・必要に応じて資料３～６から選んで配付し、紹介する。
	資料３～６

	　　　10分まとめ

	ふりかえり


・感想を記入し、グループで共有する。
	◎学習をふりかえり、実践への意欲を高めることをねらいとする。
・ケータイ・スマホのトラブルや危険性については、親としても常に学習して、最新の情報を得る必要があることを知らせる。
	ワークシート





